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は
じ
め
に

　

弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
か
ら
天
長
四
年
（
八
二
七
）
に
か
け
て
の
僅
か

十
三
年
の
間
に
、『
凌
雲
集
』・『
文
華
秀
麗
集
』・『
経
国
集
』
と
い
う
三

つ
の
勅
撰
漢
詩
文
集
が
編
纂
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
頻
繁
な
勅
撰
文
学
集
の

編
纂
は
平
安
朝
漢
文
学
の
華
や
か
な
展
開
を
示
す
と
と
も
に
、
天
皇
の
主

導
に
よ
る
こ
の
時
期
の
漢
文
学
の
公
的
性
格
を
も
も
の
語
っ
て
い
る
。
平

安
初
期
漢
文
学
の
公
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

に
よ
る
多
く
の
先
行
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
が（

（
（

、
そ
れ
ら
は
基
本
的
に

文
章
と
「
経
国
」

─
勅
撰
漢
詩
文
集
の
編
纂
か
ら
み
る
平
安
朝
漢
文
学
の
展
開
─

楽
　
曲

曹
丕
の
『
典
論
』「
論
文
」（
以
下
『
典
論
』）
に
基
づ
く
「
文
章
経
国
」

思
想
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
論
を
進
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
文
章
経
国
」

思
想
は
平
安
初
期
漢
文
学
の
理
論
基
盤
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
認

識
が
今
日
で
は
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
改
め
て
こ
の
認
識
が
定
説

化
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
見
て
み
る
と
、
こ
う
し
た
位
置
づ
け
に
つ
い
て

は
い
ま
だ
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
本

稿
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
改
め
て
「
文
章
経
国
」
思
想
の
あ
り
よ
う
を

考
察
し
、
さ
ら
に
勅
撰
漢
詩
文
集
の
編
纂
と
い
う
こ
と
が
ら
を
基
点
と
し

て
平
安
朝
漢
文
学
の
展
開
及
び
そ
の
公
的
性
格
を
検
討
す
る
。
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一
、「
文
章
経
国
」
思
想
に
つ
い
て

　

曹
丕
『
典
論
』
の
「
蓋
文
章
経
国
之
大
業
、
不
朽
之
盛
事
」
の
一
句
は
、

長
い
間
「
漢
風
謳
歌
時
代
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

一
句
に
基
づ
く
「
文
章
経
国
」
思
想
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
を

整
理
す
る
と
、
大
き
く
以
下
の
よ
う
な
二
つ
の
説
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず

一
部
の
研
究
者
は
「
文
章
経
国
」
思
想
は
曹
丕
の
本
意
か
ら
か
な
り
離
れ

て
い
る
と
は
言
え
、
文
学
を
国
家
経
営
の
大
業
に
結
び
付
け
る
こ
と
を
通

し
、
勅
撰
漢
詩
文
集
の
編
纂
や
平
安
初
期
漢
文
学
の
隆
盛
を
成
就
さ
せ
た

と
指
摘
し
た（

（
（

。
そ
れ
に
対
し
、「
文
章
経
国
」
思
想
は
た
だ
君
臣
唱
和
の

文
学
の
往
来
を
正
当
化
す
る
た
め
の
抽
象
的
な
借
り
物
に
過
ぎ
な
い
と
論

じ
た
研
究
者
も
い
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
に
「
文
章
経
国
」
思
想
の
機
能
に
対
し
、

諸
先
学
の
認
識
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
平
安
初
期
漢
文
学
の
理

論
基
盤
と
み
る
点
は
一
致
し
て
い
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
認
識
は
一
体
ど

の
よ
う
に
定
着
し
て
き
た
の
か
。

　

近
年
、改
め
て
こ
の
問
題
を
俎
上
に
あ
げ
た
の
は
滝
川
幸
司
氏
で
あ
る
。

氏
は
先
行
研
究
の
整
理
を
通
し
、
平
安
初
期
の
「
文
章
経
国
」
思
想
の
存

在
は
主
に
嵯
峨
朝
の
三
つ
の
資
料
を
根
拠
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と

を
指
摘
し
た
。
一
つ
目
は
『
凌
雲
集
』
序
に
お
け
る
『
典
論
』
の
引
用
。

二
つ
目
は
『
日
本
後
紀
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
五

月
二
十
一
日
の
嵯
峨
天
皇
勅
に
見
え
る
「
経
レ

国
治
レ

家
、
莫
レ

善
二

於
文
一

。

立
レ

身
揚
レ

名
、
莫
レ

尚
二

於
学
一

」
の
表
現
。
三
つ
目
は
『
続
日
本
後
紀
』

承
和
十
四
年
（
八
四
七
）
十
月
二
十
六
日
条
の
有
智
子
内
親
王
薨
伝
に
記

さ
れ
て
い
る
嵯
峨
天
皇
詩
の
「
忝
以
二

文
章
一

著
二

邦
家
一

、
莫
下

将
二

栄
楽
一

負
中

煙
霞
上

」
の
一
句
で
あ
る
。
以
下
、
滝
川
氏
の
論
述
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

改
め
て
こ
の
三
つ
の
資
料
を
も
と
に
し
て
「
文
章
経
国
」
思
想
の
実
相
を

検
証
す
る
。

　

ま
ず
『
凌
雲
集
』
序
の
冒
頭
で
は
「
魏
文
帝
有
レ

曰
、
文
章
者
経
国
之

大
業
、
不
朽
之
盛
事
。
年
寿
有
二

時
而
尽
一

、
栄
楽
止
二

乎
其
身
一

。
信
哉
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
管
見
の
か
ぎ
り
、
こ
れ
は
日
本
に
お
け
る
『
典
論
』

の
受
容
の
最
古
例
で
あ
る
。
し
か
し
受
容
と
言
っ
て
も
、
上
掲
の
一
文
の

引
用
以
外
は
、「
文
章
経
国
」
に
関
す
る
理
論
の
展
開
、
或
い
は
『
典
論
』

に
対
す
る
他
の
言
及
は
一
切
見
当
た
ら
な
い
。そ
こ
で
、波
戸
岡
旭
氏
は
、

冒
頭
で
古
典
を
引
用
し
て
論
の
主
旨
を
語
る
形
式
は
詩
文
集
の
序
文
に
よ

く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し（

（
（

、
滝
川
氏
も
こ
う
し
た
書
き
方
は
早

く
も
『
懐
風
藻
』
序
に
現
れ
、『
凌
雲
集
』
序
の
『
典
論
』
の
引
用
は
「
時

代
思
潮
を
示
す
も
の
と
し
て
宣
揚
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
勅
撰

集
編
纂
の
正
統
性
を
示
す
根
拠
と
し
て
導
入
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
な
の

で
あ
る
」
と
指
摘
し
た（

（
（

。
確
か
に
両
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、『
凌
雲
集
』
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序
の
『
典
論
』
の
引
用
は
た
だ
形
式
的
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
問
題

は
こ
の
形
式
が
用
い
ら
れ
た
理
由
は
は
た
し
て
「
文
章
経
国
」
思
想
の
影

響
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
答
え
る
た
め
に

は
、続
い
て
前
掲
し
た
他
の
二
つ
の
資
料
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

�

勅
。
経
レ

国
治
レ

家
、
莫
レ

善
二

於
文
一

、
立
レ

身
揚
レ

名
、
莫
レ

尚
二

於
学
一

。

是
以
大
同
之
初
、
令
下

諸
王
及
五
位
已
上
子
孫
十
歳
已
上
皆
入
二

大

学
一

、
分
レ

業
教
習
上

。
庶
使
下

拾
芥
磨
玉
之
彦
、
霧
二

集
於
環
林
一

、
呑

鳥
雕
虫
之
髦ぼ
う

、
風
中

馳
乎
璧
沼
上

。
而
朽
木
難
レ

琢
、
愚
心
不
レ

移
。
徒

積
二

多
年
一

、
未
レ

成
二

一
業
一

。
自
レ

今
以
後
、
宜
改
二

前
勅
一

、
任
二

其

所
一
レ

好
、
稍
合
二

物
情
一

。

�

（『
日
本
後
紀
』
弘
仁
三
年
五
月
二
十
一
日
条
）

　

右
は
嵯
峨
天
皇
勅
の
全
文
で
あ
る
。
傍
線
部
が
即
ち
従
来
嵯
峨
天
皇
乃

至
平
安
初
期
の
「
文
章
経
国
」
思
想
の
表
徴
と
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
具
体
的
な
考
察
を
始
め
る
前
に
ま
ず
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
実
は
こ
の
一
文
は
嵯
峨
天
皇
の
独
自
の
発
想
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
で
あ
る
。
当
該
勅
に
先
立
ち
、
奈
良
時
代
の
『
懐
風
藻
』
序
に
お
い

て
は
、
天
智
天
皇
の
崇
学
理
念
と
し
て
「
調
レ

風
化
レ

俗
、
莫
レ

尚
二

於
文
一

、

潤
レ

徳
光
レ

身
、
孰
先
二

於
学
一

」
の
一
文
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
先
行

研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
唐
太
宗
の
貞
観
二
十
二
年
（
六
四
八
）

二
月
の
朝
集
で
の
発
言
（『
冊
府
元
亀
』
巻
一
五
七
「
帝
王
部
」）
を
そ
の

ま
ま
引
用
し
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。
ま
た
同
じ
く
太
宗
の
著
作
で
あ
る
『
帝
範
』

「
崇
文
篇
」
に
も
「
宏
レ

風
導
レ

俗
、
莫
レ

尚
二

於
文
一

、
敷
レ

教
訓
レ

人
、
莫
レ

善
二

於
学
一

」
の
類
似
表
現
が
見
え
る
。
表
現
の
類
似
度
か
ら
み
れ
ば
、
嵯

峨
天
皇
勅
の「
経
国
治
家
」の
一
句
は
太
宗
の
朝
集
発
言
に
よ
る
も
の
か
、

『
帝
範
』
に
よ
る
も
の
か
、
或
い
は
『
懐
風
藻
』
序
に
よ
る
も
の
か
は
、

俄
に
判
断
し
難
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
経
国
治
家
」
の
一
句
を

含
む
こ
れ
ら
の
表
現
は
す
べ
て
儒
家
的
学
問
の
重
要
性
を
強
調
す
る
崇
学

の
立
場
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
見
え
る
「
文
」
と

「
学
」
は
詩
文
の
こ
と
で
は
な
く
、
儒
家
典
籍
や
礼
儀
制
度
に
関
す
る
学

問
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
故
、
嵯
峨
天
皇
勅
の
「
経

国
治
家
」
の
一
句
は
も
と
よ
り
詩
賦
を
は
じ
め
と
す
る
文
学
と
は
直
結
し

な
か
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。勿
論
当
該
勅
で
は「
庶
使
下

拾
芥
磨
玉
之
彦
、

霧
二

集
於
環
林
一

、
呑
鳥
雕
虫
之
髦ぼ
う

、
風
中

馳
乎
璧
沼
上

」（
願
う
と
こ
ろ
は

能
文
の
人
材
が
大
学
に
集
ま
る
こ
と
だ
）
と
崇
学
の
目
的
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
修
辞
的
な
詩
文
の
創
作
も
「
文
」
と
「
学
」
の

範
疇
に
入
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
大

学
寮
の
教
育
に
文
学
教
育
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
み
で

あ
り
、
当
該
勅
が
「
文
章
経
国
」
思
想
を
も
と
に
し
た
根
拠
に
は
な
ら
な

い（
（
（

。

　

実
は
改
め
て
嵯
峨
勅
の
文
脈
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、そ
も
そ
も「
経
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国
治
家
」
の
一
句
は
嵯
峨
朝
の
理
念
で
は
な
く
、
平
城
朝
初
年
（「
大
同

之
初
」）
の
諸
王
や
五
位
已
上
の
官
人
の
子
孫
を
大
学
に
入
学
さ
せ
る
と

い
う
学
制
改
革
の
理
念
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
嵯
峨
勅

は
こ
の
理
念
に
基
づ
い
た
学
制
改
革
の
内
容
を
述
べ
た
後
、
長
年
に
わ
た

り
学
習
を
強
制
し
て
も
結
局
は
期
待
通
り
の
学
業
は
成
就
さ
れ
な
か
っ
た

（「
朽
木
難
レ

琢
、
愚
心
不
レ

移
。
徒
積
二

多
年
一

、
未
レ

成
二

一
業
一

」）
と
改

革
が
頓
挫
し
た
こ
と
を
示
し
た
う
え
で
、「
自
レ

今
以
後
、
宜
改
二

前
勅
一

」

と
先
の
勅
の
撤
回
を
表
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
勅
は
「
経
国
治
家
、

莫
善
於
文
」
の
理
念
を
宣
揚
す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
そ
の
失
敗
を
宣
告
す

る
も
の
と
も
言
え
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
み
る
と
、
嵯
峨
天
皇
勅
の
「
経

国
治
家
」
の
措
辞
は
「
文
章
経
国
」
思
想
が
存
在
し
た
証
拠
に
は
な
ら
な

い
。
で
は
、
前
述
し
た
三
つ
目
の
資
料
、
有
智
子
内
親
王
薨
伝
に
記
載
さ

れ
た
嵯
峨
天
皇
詩
は
ど
う
か
。

　
　

忝
以
二

文
章
一

著
二

邦
家
一

、
莫
下

将
二

栄
楽
一

負
中

煙
霞
上

。

　
　

即
レ

今
永
抱
二

幽
貞
意
一

、
無
事
終
須
遣
二

歳
華
一

。

�

（『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
四
年
十
月
二
十
六
日
）

　
『
続
日
本
後
紀
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）
二
月
、

斎
院
に
行
幸
し
た
際
に
、
嵯
峨
天
皇
が
文
人
た
ち
に
春
日
山
荘
詩
を
賦
さ

せ
た
。
そ
の
う
ち
、
有
智
子
内
親
王
の
作
品
が
特
に
優
れ
て
い
た
た
め
、

天
皇
は
彼
女
を
三
品
に
叙
し
て
自
分
の
「
書
懐
」
詩
を
贈
っ
た
。
詩
の
内

容
は
前
掲
の
と
お
り
で
あ
る
。
滝
川
氏
は
こ
の
詩
の
冒
頭
の
「
忝
以
二

文

章
一

著
二

邦
家
一

」
の
一
句
に
よ
っ
て
、「
嵯
峨
が
「
文
章
経
国
」
思
想
を
持
っ

て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
」
と
判
断
し
な
が
ら
も
、「
こ
れ
の
み
を

根
拠
と
し
て
、
嵯
峨
朝
が
「
文
章
経
国
」
を
時
代
思
潮
と
し
た
と
理
解
す

る
こ
と
も
困
難
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
た（

（
（

。
し
か
し
平
安
初
期
文
壇

の
中
心
に
あ
っ
た
嵯
峨
天
皇
の
個
人
の
好
尚
が
時
代
風
潮
と
な
っ
た
可
能

性
は
十
分
に
あ
る
。
当
該
詩
を
嵯
峨
天
皇
個
人
の
思
想
の
現
れ
と
す
る
だ

け
で
は
、
時
代
思
潮
と
し
て
の
「
文
章
経
国
」
思
想
の
存
在
を
否
定
は
で

き
な
い
。

　

詩
句
に
対
す
る
具
体
的
な
解
釈
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
滝
川
氏
を
含

む
従
来
の
先
行
研
究
は
共
に
「
忝
以
文
章
著
邦
家
」
の
一
句
を
「
文
章
経

国
」
思
想
の
反
映
と
捉
え
て
い
る
。
諸
先
学
の
論
に
記
さ
れ
た
「
忝
以
二

文
章
一

著
二

邦
家
一

」
と
い
う
訓
み
方
か
ら
見
る
と
、
そ
れ
ら
が
こ
の
一
句

を
「
文
章
経
国
」
思
想
と
結
び
つ
け
た
の
は
、
恐
ら
く
こ
こ
の
「
著
」
を

讃
え
る
の
意
の
動
詞
「
著
（
あ
ら
は
）
す
」、
或
い
は
樹
立
す
る
意
の
動

詞
「
著
（
た
）
つ
」
と
解
釈
し
、「
以
文
章
著
邦
家
」
を
文
章
を
も
っ
て

国
を
讃
え
る
、
或
い
は
立
て
る
意
と
捉
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ

の
よ
う
な
読
み
に
は
一
つ
の
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
即
ち
「
忝
」
字
の
解

釈
で
あ
る
。「
忝
」
は
自
分
が
受
け
た
待
遇
が
分
に
過
ぎ
た
こ
と
を
謙
遜

す
る
場
合
、
或
い
は
分
に
過
ぎ
る
こ
と
を
承
知
し
た
上
で
、
あ
え
て
何
か
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の
行
為
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
用
い
る
表
現
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
表
現
を
「
以
文
章
著
邦
家
」
の
前
に
置
く
と
、
あ
た
か
も
「
文
章
経
国
」

（「
著
邦
家
」）
と
い
う
行
為
は
本
来
実
行
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
も
こ
の
一
句
の
直
後

は
、
栄
楽
の
た
め
に
自
然
の
美
景
（「
煙
霞
」）
を
裏
切
る
な
と
い
う
「
経

国
」
の
反
面
を
な
す
反
政
治
的
な
主
張
が
な
さ
れ
て
い
て
、
一
層
文
脈
上

の
不
自
然
さ
が
生
じ
て
い
る
。従
っ
て
、こ
の
一
句
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、

別
案
を
考
え
る
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

実
は
「
著
」
と
い
う
語
に
は
樹
立
す
る
、
或
い
は
讃
え
る
意
の
ほ
か
、

「
名
著
二

海
内
一

、
学
為
二

儒
宗
一

」（『
三
国
志
』「
魏
書
」
巻
二
十
二
）
な

ど
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
目
立
つ
、
名
を
馳
せ
る
と
い
う
意
の
形
容
詞
的

動
詞
「
著
（
あ
ら
は
）
る
」
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え

て
、
改
め
て
こ
の
詩
の
意
味
を
解
釈
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。「
恐

れ
多
い
こ
と
で
は
あ
る
が
文
章
を
も
っ
て
天
下
に
名
を
馳
せ
、
目
の
前
の

栄
楽
の
た
め
に
自
然
の
美
景
（「
煙
霞
」）
を
裏
切
っ
て
は
い
け
な
い
。
今

日
か
ら
常
に
隠
逸
の
気
持
ち
（「
幽
貞
意
」）
を
心
に
抱
け
ば
、
き
っ
と
無

為
の
ま
ま
で
年
月
を
送
れ
る
だ
ろ
う
」。
前
述
の
と
お
り
、
こ
の
詩
は
弘

仁
十
四
年
二
月
の
作
品
で
あ
る
。
二
ヶ
月
後
、
嵯
峨
天
皇
は
淳
和
天
皇
に

譲
位
し
、
自
ら
は
太
上
天
皇
と
し
て
冷
然
院
に
退
居
し
、
政
治
へ
の
関
与

も
か
な
り
減
少
し
た
。
当
該
詩
は
政
治
を
離
れ
、
文
学
や
自
然
に
身
を
投

じ
よ
う
と
し
た
退
位
直
前
の
嵯
峨
天
皇
の
心
の
声
と
も
言
え
よ
う
。
従
っ

て
、
文
章
を
も
っ
て
天
下
に
名
を
馳
せ
る
と
い
う
発
想
及
び
「
栄
楽
」
と

い
う
表
現
は
、『
典
論
』の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
な
く
は
な
い
も
の
の
、

当
該
詩
の
主
張
自
体
は
「
文
章
経
国
」
思
想
と
は
関
係
の
な
い
も
の
だ
と

判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

以
上
、「
文
章
経
国
」
思
想
の
表
徴
と
さ
れ
て
き
た
嵯
峨
朝
の
三
つ
の

資
料
を
検
討
し
た
。
実
は
こ
れ
ら
の
資
料
の
他
、
最
も
よ
く
「
文
章
経
国
」

思
想
と
の
関
連
性
で
言
及
さ
れ
る
の
は
淳
和
朝
に
成
立
し
た
『
経
国
集
』

で
あ
る
。
当
該
集
は
「
経
国
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
序

文
に
も
『
典
論
』
の
引
用
が
見
え
る
。
従
っ
て
、
当
該
集
は
『
典
論
』
か

ら
多
大
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
『
経
国

集
』
序
が
引
用
し
た
『
典
論
』
は
「
文
章
経
国
」
に
関
わ
る
部
分
で
は
な

く
、
作
者
に
対
す
る
詩
文
創
作
の
意
義
を
述
べ
る
部
分
で
あ
る（

（
（

。
そ
も
そ

も
『
典
論
』
に
お
い
て
、「
文
章
経
国
」
に
関
す
る
記
述
は
「
蓋
文
章
経

国
之
大
業
」
の
一
句
の
み
で
あ
り
、
そ
の
論
旨
は
む
し
ろ
「
文
」
の
不
朽

性
、「
文
人
相
軽
」
と
い
う
こ
と
、
及
び
文
章
創
作
お
け
る
作
者
の
気
質

の
働
き
を
説
く
「
文
気
説
」
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
一
部
の
先

行
研
究
は
『
経
国
集
』
序
の
冒
頭
の
政
教
的
な
内
容
を
「
文
章
経
国
」
思

想
の
理
論
展
開
と
見
て
、「
経
国
」
を
詩
文
の
政
教
的
機
能
と
解
釈
し
て

き
た（

（1
（

。
し
か
し
実
際
に
『
経
国
集
』
序
の
記
述
を
見
る
と
、
政
教
的
な
内
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容
は
極
一
部
の
分
量
し
か
占
め
て
お
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
直
後
に
文
学
の

修
辞
の
価
値
や
不
朽
性
も
同
時
に
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
（
詳
し
く
は
第

四
章
で
後
述
す
る
）、
こ
れ
を
も
っ
て
『
経
国
集
』
の
「
経
国
」
を
「
文

章
経
国
」
思
想
の
表
徴
と
し
て
は
い
け
な
い
。
ま
た
こ
れ
に
対
し
て
、「
文

章
経
国
」
を
文
学
の
「
経
国
性
」、
換
言
す
れ
ば
詩
文
の
国
家
経
営
に
関

わ
る
性
格
と
解
釈
す
る
研
究
者
も
い
る（

（1
（

。
し
か
し
日
本
漢
文
学
の
展
開
は

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
漢
文
教
育
を
前
提
と
し
、
も
と
よ
り
大
陸
文
化
の
導
入
と

い
う
国
家
事
業
の
一
部
で
あ
る
。
そ
の
公
的
性
格
は
『
典
論
』
の
受
容
を

待
た
ず
と
も
、
既
に
奈
良
時
代
に
成
立
し
た
『
懐
風
藻
』
所
収
の
数
多
く

の
応
詔
・
侍
宴
の
作
品
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
「
文

章
経
国
」
思
想
の
表
徴
と
見
る
の
は
勿
論
適
切
で
は
な
い
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
み
れ
ば
、
一
つ
の
結
論
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

そ
れ
は
即
ち
現
存
す
る
資
料
の
範
囲
で
言
え
ば
、平
安
初
期
に
お
い
て
は
、

『
典
論
』
か
ら
の
影
響
を
も
と
に
し
た
「
文
章
経
国
」
思
想
の
存
在
は
確

認
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
思

想
の
存
在
が
定
説
と
な
っ
た
の
は
、
嵯
峨
・
淳
和
朝
は
漢
風
を
謳
歌
す
る

時
代
風
潮
に
あ
り
、
漢
文
学
が
隆
盛
し
て
い
た
も
の
と
捉
え
る
先
入
観
に

よ
っ
て
、
自
然
に
こ
れ
ら
の
現
象
が
現
れ
た
理
由
を
特
定
の
時
代
思
潮
、

或
い
は
文
学
理
念
の
影
響
に
求
め
た
結
果
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
こ
の
よ
う
な
帰
納
的
な
解
釈
は
各
勅
撰
漢
詩
文
集
の
編
纂
を
は
じ
め

と
す
る
、
国
家
政
治
に
連
動
す
る
文
学
活
動
の
展
開
の
具
体
的
な
動
機
及

び
、
そ
れ
と
前
代
文
学
と
の
関
連
性
へ
の
観
察
の
可
能
性
を
遮
っ
て
し

ま
っ
た
。平
安
初
期
漢
文
学
の
公
的
性
格
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
そ
れ
を
「
文
章
経
国
」
思
想
の
呪
縛
か
ら
解
放
し
、
改
め
て
当
時
に

お
け
る
漢
文
学
と
国
家
経
営
と
の
関
係
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
下
、
国
家
経
営
と
の
関
係
を
示
す
「
経
国
」
と
い
う
表
現
を
直
接
序
文

に
掲
げ
た
『
凌
雲
集
』
及
び
『
経
国
集
』
と
い
う
二
つ
の
勅
撰
漢
詩
文
集

の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
、
改
め
て
平
安
初
期
漢
文
学
の
展
開
を
考
察
す
る
。

二
、『
凌
雲
集
』
の
編
纂
と
「
文
章
不
朽
」

�　

①
臣
岑
守
言
、
魏
文
帝
有
レ

曰
、
文
章
者
経
国
之
大
業
、
不
朽
之

盛
事
。
年
寿
有
二

時
而
尽
一

、
栄
楽
止
二

乎
其
身
一

。
信
哉
。
②
伏
惟
皇

帝
陛
下
、
握
二

裒
紫
極
一

、
御
二

辨
丹
霄
一

、
春
台
展
レ

熙
、
秋
茶
翦
レ

繁
。

睿
知
天
縱
、
艶
藻
神
授
、
猶
且
学
以
助
レ

聖
、
問
而
増
レ

裕
。
属
二

世

機
之
静
謐
一

、
託
二

琴
書
一

而
終
レ

日
。
嘆
二

光
陰
之
易
一
レ

暮
、
惜
二

斯
文

之
将
一
レ

墜
。
爰
詔
二

臣
等
一

、
撰
二

集
近
代
以
来
篇
什
一

。
臣
以
二

不
才
一

、

忝
承
二

絲
綸
一

、
命
二

渙
汗
一

。
代
二

大
匠
一

斵
、
傷
レ

手
為
レ

期
。（
後
略
）

�

（『
凌
雲
集
』
序
）

　

右
は『
凌
雲
集
』序
に
お
け
る
集
の
編
纂
動
機
を
述
べ
る
部
分
で
あ
る
。
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こ
の
部
分
に
お
い
て
、
序
文
の
作
者
小
野
岑
守
は
ま
ず
曹
丕
の
『
典
論
』

を
引
用
し
（
①
）、
そ
し
て
嵯
峨
天
皇
の
指
示
に
よ
る
集
の
編
纂
経
緯
を

述
べ
た
（
②
）。
先
に
も
触
れ
た
が
、
文
章
の
冒
頭
で
古
典
を
引
用
す
る

の
は
『
文
選
』・『
国
秀
集
』
な
ど
の
詩
文
集
の
序
文
や
『
南
史
』・『
北
史
』

な
ど
の
正
史
の
文
苑
伝
の
序
論
に
よ
く
見
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
。
そ
の
目

的
は
主
に
「
文
」
の
重
要
性
を
強
調
し
、
或
い
は
撰
者
の
文
学
観
を
展
開

す
る
た
め
の
下
地
を
作
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。前
述
の
と
お
り
、

『
凌
雲
集
』
序
に
お
い
て
は
、『
典
論
』
の
文
学
観
に
関
す
る
理
論
展
開

は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
の
引
用
は
主
に
「
文
」
の
重
要
性

を
強
調
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
で
は
『
凌
雲
集
』
序
の
作
者
小
野
岑

守
は
な
ぜ
多
く
の
文
学
論
の
う
ち
『
典
論
』
の
み
を
選
ん
だ
の
か
。
こ
の

問
題
を
「
文
章
経
国
」
の
時
代
思
潮
と
の
関
連
性
か
ら
説
い
た
研
究
者
は

少
な
く
な
い
が
、
前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
平
安
初
期
に
お
い
て
は
、『
典

論
』
か
ら
の
影
響
を
も
と
に
し
た
「
文
章
経
国
」
思
想
の
存
在
が
確
認
で

き
な
い
。
一
方
、
小
島
憲
之
氏
を
は
じ
め
と
す
る
一
部
の
研
究
者
は
「
文

章
経
国
」
思
想
の
影
響
を
認
め
な
が
ら
も
、『
凌
雲
集
』
序
に
お
け
る
『
典

論
』
の
引
用
は
後
文
の
嵯
峨
天
皇
の
「
嘆
二

光
陰
之
易
一
レ

暮
、
惜
二

斯
文
之

将
一
レ

墜
」
と
い
う
慨
嘆
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、「
経
国
」
よ
り
も
む
し

ろ
「
不
朽
」
の
方
に
焦
点
を
置
い
て
い
る
と
指
摘
し
た（

（1
（

。

　

小
島
説
に
従
っ
た
先
行
研
究
は
凡
そ
嵯
峨
天
皇
の
慨
嘆
に
見
え
る
「
斯

文
」（
傍
線
部
）
と
い
う
表
現
を
『
典
論
』
の
「
文
章
」
と
同
じ
意
に
捉

え
て
い
る
。
し
か
し
仮
に
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
正
し
い
と
し
て
も
、
嵯
峨

天
皇
の
慨
嘆
は
た
だ
「
文
章
」
の
消
え
や
す
い
性
格
を
示
し
た
の
み
で
あ

り
、『
典
論
』
の
「
文
章
不
朽
」
を
反
映
し
て
は
い
な
い
。
小
島
氏
が
そ

の
『
凌
雲
集
』
の
注
釈
に
指
摘
し
た
と
お
り（

（1
（

、「
斯
文
」
と
い
う
表
現
は

恐
ら
く
『
論
語
』
の
「
子
畏
二

於
匡
一

。
曰
、
文
王
既
没
、
文
不
レ

在
レ

茲
乎
。

天
之
将
レ

喪
二

斯
文
一

也
、
後
死
者
不
レ

得
レ

与
二

於
斯
文
一

也
。
天
之
未
レ

喪
二

斯
文
一

也
、
匡
人
其
如
レ

予
何
」（「
子
罕
」）
を
典
拠
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

氏
は
『
論
語
』
の
「
斯
文
」
を
「
文
章
」
と
解
釈
し
た
皇
侃
の
義
疏
を
引

き
、
そ
れ
を
詩
文
・
文
学
、
転
じ
て
著
作
の
意
と
捉
え
た
。
し
か
し
孔
子

が
文
王
か
ら
受
け
継
い
だ
「
文
」
を
た
だ
そ
の
著
作
と
理
解
す
る
の
は
明

ら
か
に
儒
家
の
思
想
文
化
の
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
確
か
に
皇
侃
は
「
斯

文
」
を
「
文
章
」
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
「
文
章
」
と
は
著
作

の
意
で
は
な
く
、「
考
二

文
章
一

、
改
二

正
朔
一

」（『
礼
記
』「
大
伝
」）
の
「
文

章
」
と
同
じ
よ
う
に
儒
家
の
礼
楽
文
化
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
勿

論
「
降
及
二

建
安
一

、
曹
公
父
子
篤
好
二

斯
文
一

」（
鍾
嶸
『
詩
品
』
上
）
の

よ
う
に「
斯
文
」を
詩
文
の
意
に
用
い
た
例
も
な
く
は
な
い
。し
か
し「
墜
」

と
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
る
と
、「
斯
文
」
を
儒
家
の
礼
楽
、
或
い
は
歴

史
の
意
に
用
い
た
、「
夫
夫
子
閔
二

王
道
之
缺
一

、
傷
二

斯
文
之
墜
一

…
…
於
レ

是
就
二

大
師
一

以
正
二

雅
頌
一

、
因
二

魯
史
一

以
修
二

春
秋
一

」（『
文
心
雕
龍
』「
史
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伝
」）、「
令
升
、
安
国
有
二

良
史
之
才
一

、
而
所
レ

著
之
書
惜
レ

非
二

正
典
一

。

悠
悠
晋
室
、
斯
文
将
墜
」（『
晋
書
』
卷
八
十
二
）
な
ど
の
例
が
示
す
よ
う

に
、『
凌
雲
集
』
序
の
「
斯
文
」
は
や
は
り
儒
家
の
礼
楽
文
化
、
転
じ
て

あ
る
時
代
の
文
化
・
歴
史
を
指
す
表
現
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
認
識
を
踏
ま
え
、
改
め
て
前
掲
し
た
『
凌
雲
集
』
序
の
記
述
を

整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
①
曹
丕
の
言
葉
に
よ
る
と
、「
文
」

の
創
作
は
国
の
経
営
に
関
わ
る
、
人
の
名
声
を
後
の
時
代
に
残
す
不
朽
性

を
持
つ
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
②
才
徳
兼
備
の
天
皇
は
学
問
を
重
視
し
、

こ
の
治
世
の
風
雅
や
華
や
か
な
文
化
が
む
な
し
く
消
え
る
こ
と
を
惜
し

み
、
臣
下
に
「
近
代
以
来
」
の
篇
章
を
集
め
る
よ
う
命
じ
た
。
詩
文
を
集

め
る
こ
と
を
通
し
て
、
あ
る
時
代
の
文
化
や
風
雅
を
後
世
に
残
す
と
い
う

発
想
は
、
確
か
に
作
者
の
名
を
後
世
に
残
す
と
い
う
文
章
の
「
千
載
之
功
」

を
説
く
『
典
論
』
の
「
文
章
不
朽
説
」
に
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
し
『
典

論
』が
扱
っ
た
不
朽
の
対
象
は
個
人
の
名
声
で
あ
る
の
に
対
し
、『
凌
雲
集
』

序
の
そ
れ
は
あ
る
時
代
の
文
化
や
風
雅
、
言
い
換
え
れ
ば
、
国
家
の
名
声

で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
れ
ば
、『
凌
雲
集
』
序
が
他
の
文
献
で
は
な
く
、『
典

論
』
の
み
を
冒
頭
に
引
用
し
た
の
は
、
そ
の
「
文
章
不
朽
説
」
に
注
目
し
、

不
朽
の
対
象
を
個
人
の
名
声
か
ら
国
家
の
名
声
に
変
え
る
こ
と
を
通
し
て

国
家
政
治
に
関
わ
る
「
経
国
性
」
を
も
と
の
文
脈
に
加
え
、
そ
れ
に
よ
っ

て
当
該
勅
撰
漢
詩
集
の
編
纂
動
機
を
強
調
し
て
述
べ
よ
う
と
し
た
た
め
で

あ
ろ
う
。
こ
こ
で
一
つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
確
か
に
一
見

す
る
と
、
文
章
の
「
不
朽
性
」
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
に
付
さ
れ
た
「
経

国
性
」
も
『
典
論
』
か
ら
の
示
唆
に
よ
る
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か

し
『
典
論
』
で
は
「
文
章
経
国
」
に
関
す
る
理
論
展
開
が
な
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
こ
こ
の
「
経
国
性
」
は
や
は
り
勅
撰
漢
詩
集
と
い

う
公
的
性
格
に
起
因
す
る
『
凌
雲
集
』
の
独
自
の
発
想
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

三
、�『
凌
雲
集
』
の
作
品
配
列
と
嵯
峨
朝
の
文
化
的
地
位
の

確
立

‌

　

第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
の
漢
文
学
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

国
家
政
治
に
関
わ
る
一
種
の
公
的
性
格
を
帯
び
て
い
る
。
こ
う
し
た
公
的

性
格
は
早
く
も
奈
良
時
代
に
成
立
し
た
『
懐
風
藻
』
序
に
現
れ
て
い
る
。

同
じ
く
漢
文
学
創
作
の
繁
栄
を
治
世
の
文
化
象
徴
と
見
る
点
か
ら
み
れ

ば
、『
凌
雲
集
』
序
に
反
映
さ
れ
て
い
る
詩
文
の
「
経
国
性
」
は
『
懐
風
藻
』

序
の
文
学
観
を
継
承
す
る
も
の
と
も
言
え
る
。
し
か
し
『
懐
風
藻
』
序
は

詩
文
の
創
作
活
動
を
治
世
の
象
徴
と
し
、
作
品
の
美
的
性
格
に
対
し
て
は

あ
ま
り
顧
み
な
か
っ
た
の
に
対
し（

（1
（

、『
凌
雲
集
』
序
は
具
体
的
な
文
学
作

品
に
注
目
し
、
作
品
の
採
択
基
準
と
し
て
「
掩
二

其
瑕
疵
一

、
挙
二

其
警
奇
4

4

一

、
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以
表
二

一
篇
尽
レ

善
之
未
一
レ

易
」
と
述
べ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
警
奇
」
と

い
う
語
に
は
、
作
品
の
美
的
性
格
へ
の
関
心
が
前
面
に
出
さ
れ
て
い
る
。

文
学
活
動
の
意
義
を
重
視
す
る
『
懐
風
藻
』
か
ら
、
文
学
作
品
の
美
的
性

格
へ
と
総
集
の
作
品
の
採
択
基
準
が
変
化
し
た
こ
と
は
、
漢
文
学
に
お
け

る
形
式
か
ら
内
容
へ
の
認
識
の
深
化
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
決

し
て
『
凌
雲
集
』
の
編
纂
が
漢
詩
文
の
文
学
性
を
追
求
す
る
た
め
に
行
わ

れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

勅
撰
漢
詩
文
集
の
研
究
に
お
い
て
、『
凌
雲
集
』
は
基
本
的
に
強
い
政

治
性
を
持
つ
官
僚
主
義
的
な
文
学
総
集
と
見
な
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
前
述
し
た

そ
の
序
文
の
『
典
論
』
の
引
用
を
除
け
ば
、
こ
う
し
た
認
識
の
主
な
根
拠

は
「
得
レ

道
不
レ

居
レ

上
、
失
レ

時
不
レ

降
レ

下
、
無
レ

言
二

存
亡
一

、一
依
二

爵
次
一

」

（『
凌
雲
集
』
序
）
と
い
う
作
品
の
配
列
基
準
に
確
認
で
き
る
。『
懐
風
藻
』

と
同
じ
よ
う
に
、『
凌
雲
集
』
の
作
品
配
列
も
作
品
で
は
な
く
、
作
者
を

も
と
に
し
て
な
さ
れ
た
も
の
（
以
下
「
以
レ

人
為
レ

次
」
と
表
す
）
で
あ
る
。

し
か
し
、
同
じ
く
「
以
レ

人
為
レ

次
」
の
配
列
基
準
を
用
い
た
と
は
言
え
、

『
懐
風
藻
』
の
配
列
順
は
作
者
の
活
躍
し
た
時
代
順
で
あ
る
の
に
対
し
、

『
凌
雲
集
』
の
そ
れ
は
作
者
の
官
爵
の
高
低
に
よ
る
。
こ
の
よ
う
な
体
例

は
奈
良
や
平
安
時
代
の
総
集
編
纂
で
は
類
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ

の
由
来
に
つ
い
て
、
半
谷
芳
文
氏
は
唐
の
『
珠
英
学
士
集
』
の
影
響
を
指

摘
し
た（

（1
（

。

　
『
珠
英
学
士
集
』
は
『
三
教
珠
英
』
の
編
纂
に
関
与
し
た
学
士
達
の
唱

和
作
品
を
収
録
し
た
詩
集
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
『
凌
雲
集
』
と
同
様
の
作

品
の
配
列
基
準
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
特
定
の
宴
会
や
送
別
の
際
の
文
学

創
作
を
記
録
し
た
幾
つ
か
の
専
門
的
な
文
学
総
集
を
除
け
ば
、
唐
以
前
の

総
集
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
体
例
を
採
用
し
た
の
は
当
該
集
の
み
で
あ

る（
（1
（

。
で
は
、『
珠
英
学
士
集
』
は
な
ぜ
こ
の
体
例
を
用
い
た
の
か
。
李
嶠
・

張
説
な
ど
の
高
級
官
人
を
含
む
珠
英
学
士
達
の
詩
文
往
来
が
行
わ
れ
た
時

期
は
、『
珠
英
学
士
集
』
の
編
纂
と
は
さ
ほ
ど
隔
た
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
盧
燕
新
氏
は
詩
文
総
集
の
編
纂
に
よ
く
用
い

ら
れ
る
作
者
や
作
品
の
時
代
順
、
或
い
は
作
品
の
芸
術
性
を
も
と
に
す
る

配
列
方
法
は
『
珠
英
学
士
集
』
の
編
纂
に
と
っ
て
意
味
を
な
さ
な
い
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
作
者
が
ま
だ
生
存
し
て
い
る
う
ち
に
、
こ
う
し
た
配
列
方

法
を
用
い
る
こ
と
は
余
計
な
ト
ラ
ブ
ル
を
招
く
恐
れ
も
あ
る
と
指
摘
し

た（
（1
（

。所
収
の
作
品
の
作
成
が
集
の
編
纂
と
は
さ
ほ
ど
隔
た
っ
て
い
な
い
点
、

ま
た
所
収
の
作
者
に
は
貴
顕
の
人
物
が
含
ま
れ
て
い
る
点
は
『
凌
雲
集
』

の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
盧
氏
の
指
摘
は
『
凌
雲
集
』
の
編
纂

に
も
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
『
凌
雲
集
』

が
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
体
例
を
用
い
た
理
由
を
完
全
に
説
明
し
き
れ
た
と

は
言
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
後
の
『
文
華
秀
麗
集
』
や
『
経
国
集
』
の
よ

う
に
、
ま
ず
は
作
品
の
体
裁
や
題
材
に
よ
る
分
類
を
行
い
（
以
下
「
以
レ
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類
為
レ

次
」と
表
す
）、そ
し
て
各
類
の
中
で
は
ま
た
作
者
の
官
位
順
に
従
っ

て
作
品
を
配
列
す
れ
ば
、『
珠
英
学
士
集
』
の
よ
う
な
特
殊
な
体
例
を
取

り
入
れ
ず
と
も
、
同
じ
効
果
が
得
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
で
は
『
凌
雲
集
』

は
な
ぜ
作
品
で
は
な
く
、
作
者
を
配
列
の
第
一
基
準
に
し
た
の
か
。

　

先
に
も
触
れ
た
が
、「
以
レ

人
為
レ

次
」
の
体
例
を
作
品
配
列
の
第
一
基

準
に
用
い
た
の
は
『
凌
雲
集
』
の
み
な
ら
ず
、
前
代
の
『
懐
風
藻
』
も
同

じ
で
あ
る
。作
品
よ
り
も
む
し
ろ
詩
文
の
創
作
活
動
に
焦
点
を
置
い
た『
懐

風
藻
』
が
文
学
活
動
の
主
導
者
で
あ
る
作
者
を
通
し
、
創
作
活
動
の
あ
り

よ
う
を
伝
え
る
の
は
自
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
作
品
そ
の
も
の
に
注
目
し

た
『
凌
雲
集
』
の
編
纂
は
な
ぜ
同
じ
く
「
以
レ

人
為
レ

次
」
の
体
例
を
作
品

配
列
の
第
一
基
準
に
し
た
の
か
。
改
め
て
前
掲
し
た
「
掩
二

其
瑕
疵
一

、
挙

二

其
警
奇
4

4

一

、
以
表
二

一
篇
尽
レ

善
之
未
一
レ

易
」
と
い
う
『
凌
雲
集
』
の
作
品

の
採
集
基
準
を
み
る
と
、
確
か
に
「
警
奇
」
と
い
う
作
品
の
美
的
性
格
へ

の
注
目
が
前
面
に
出
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
特
定
の
題
材
、
或

い
は
作
品
の
風
格
と
言
う
よ
り
、
む
し
ろ
集
の
編
纂
動
機
に
直
接
関
連
す

る
、「
近
代
以
来
」
の
文
化
や
風
雅
の
反
映
と
し
て
の
作
品
の
機
能
を
指

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
凌
雲
集
』が
作
品
そ
の
も
の
に
注
目
し
た
の
は
、

正
に
こ
う
し
た
機
能
の
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
作

品
の
風
格
や
題
材
を
も
と
に
す
る「
以
レ

類
為
レ

次
」の
配
列
方
法
よ
り
も
、

「
近
代
以
来
」
の
作
品
が
構
成
す
る
文
学
空
間
を
、
作
者
の
官
位
に
よ
っ

て
表
さ
れ
る
政
治
空
間
に
重
ね
合
わ
せ
た
「
以
レ

人
為
レ

次
」
の
体
例
は
、

明
ら
か
に
天
皇
中
心
の
「
文
化
国
家
」
の
あ
り
よ
う
を
後
世
に
伝
え
る
と

い
う
『
凌
雲
集
』
の
編
纂
動
機
に
相
応
し
い
。
実
は
こ
う
し
た
体
例
上
の

工
夫
は
『
凌
雲
集
』
全
体
の
作
品
配
列
の
み
な
ら
ず
、
同
じ
作
者
の
作
品

の
配
列
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　

平
安
初
期
の
漢
詩
は
作
成
の
場
に
よ
っ
て
大
き
く
三
つ
の
類
型
に
分
け

ら
れ
る
。一
つ
目
は
正
月
や
重
陽
な
ど
の
節
会
の
宴
会
で
作
ら
れ
た
侍
宴
・

応
制
類
の
作
品
。
二
つ
目
は
行
幸
・
遊
覧
な
ど
の
非
儀
式
的
な
場
で
作
ら

れ
た
作
品
。
三
つ
目
は
前
述
し
た
二
種
類
の
作
品
以
外
の
も
の
で
あ
る
。

滝
川
幸
司
氏
は
こ
の
三
種
類
の
作
品
を
検
討
し
、
第
一
類
の
作
品
を
「
公

宴
」
作
品
、
第
二
類
の
作
品
を
「
密
宴
」
作
品
と
称
し
、
桓
武
・
平
城
朝

か
ら
『
凌
雲
集
』
の
成
立
に
か
け
て
の
漢
文
学
の
創
作
は
、
常
に
「
公
宴
」

作
品
の
創
作
を
中
心
に
し
、
特
に
『
凌
雲
集
』
の
場
合
、
同
一
作
者
の
作

品
は
基
本
的
に
「
公
宴
」・「
密
宴
」・
そ
の
他
の
順
序
で
並
べ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
た（

（1
（

。
こ
の
よ
う
な
作
品
配
列
の
体
例
は
公
か
ら
私
に
及

ぶ
天
皇
の
支
配
下
の
政
治
空
間
の
構
成
を
反
映
し（

（2
（

、『
凌
雲
集
』
全
体
の

作
品
配
列
と
相
ま
っ
て
実
際
の
政
治
秩
序
に
基
づ
く
文
学
空
間
中
の
「
国

家
」
を
構
築
し
た
。

　

で
は
、
嵯
峨
天
皇
は
な
ぜ
自
分
の
統
治
が
始
ま
っ
て
六
年
目
と
な
る
弘

仁
五
年
に
、
文
化
・
風
雅
の
消
え
る
こ
と
を
恐
れ
、『
凌
雲
集
』
の
編
纂
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を
命
じ
た
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
菅
原
清

公
や
空
海
な
ど
の
遣
唐
使
や
遣
唐
僧
の
影
響
で
あ
る
。『
凌
雲
集
』
の
編

者
の
一
人
で
あ
る
菅
原
清
公
は
曾
て
遣
唐
使
と
し
て
文
学
を
好
ん
だ
唐
徳

宗
に
謁
見
し
た
。
そ
の
と
き
、
唐
の
宮
中
の
文
事
や
儀
式
の
盛
況
を
目
の

当
た
り
に
し
た
り
、
耳
に
し
た
り
し
た
に
違
い
な
い
。
治
世
の
文
化
や
風

雅
を
記
録
す
る
『
凌
雲
集
』
の
編
纂
は
彼
の
提
議
に
よ
っ
た
可
能
性
が
十

分
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
同
じ
く
入
唐
経
験
を
持
つ
空
海
は
、
嵯

峨
天
皇
の
即
位
か
ら『
凌
雲
集
』の
成
立
に
か
け
て
の
僅
か
六
年
の
間
に
、

唐
で
入
手
し
た
最
新
の
詩
文
集
・
文
学
論
を
含
む
多
く
の
文
物
を
天
皇
に

献
上
し
た
。『
性
霊
集
』
所
収
の
上
表
文
や
『
凌
雲
集
』
所
収
の
嵯
峨
天

皇
の
贈
詩
は
、
文
事
を
め
ぐ
る
空
海
と
嵯
峨
天
皇
と
の
緊
密
な
関
係
を
も

の
語
っ
て
い
る
。
ま
た
『
凌
雲
集
』
の
編
者
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
序
文

の
作
者
で
も
あ
る
小
野
岑
守
も
空
海
と
親
し
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る（

（2
（

。
河
野
貴
美
子
氏
は
空
海
の
文
章
を
分
析
し
、
彼
に
と
っ
て
「
文
」

は
「
こ
の
世
の
真
理
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
」、「
そ
れ
を
永
遠
に
伝
え

る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
」
と
指
摘
し
た（

（2
（

。
治
世
の
文
化
や
風
雅
を

記
録
し
て
後
世
に
永
遠
に
伝
え
る
と
い
う
『
凌
雲
集
』
の
編
纂
動
機
は
或

い
は
こ
う
し
た
認
識
か
ら
示
唆
を
受
け
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
凌
雲
集
』
序
の
記
述
に
よ
る
と
、
当
該
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
近

代
以
来
」
の
作
品
は
即
ち
桓
武
朝
の
延
暦
元
年
（
七
八
二
）
か
ら
集
の
編

纂
当
時
の
弘
仁
五
年
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
桓
武
朝
の

作
品
は
お
お
よ
そ
東
宮
時
代
の
平
城
上
皇
と
そ
の
臣
下
の
作
で
あ
る
の

で
、
作
者
の
身
分
に
よ
っ
て
『
凌
雲
集
』
の
作
品
を
大
き
く
平
城
上
皇
周

辺
の
作
品
と
嵯
峨
天
皇
周
辺
の
作
品
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
数
か
ら

み
れ
ば
、
嵯
峨
天
皇
周
辺
の
作
品
は
平
城
上
皇
周
辺
の
そ
れ
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。
ま
た
作
品
の
創
作
形
式
か
ら
み
る
と
、
嵯
峨
天
皇
や
平
城

上
皇
周
辺
の
君
臣
唱
和
の
文
学
の
往
来
は
共
に
後
の
『
経
国
集
』
に
記
録

さ
れ
て
い
る
が
、『
凌
雲
集
』
で
は
前
者
の
み
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
特
徴
に
よ
っ
て
先
行
研
究
は
「
薬
子
の
変
」
以
後
の
時
代
状
況
を

踏
ま
え
、『
凌
雲
集
』
の
編
纂
は
平
城
上
皇
や
そ
の
旧
臣
の
作
品
を
嵯
峨

朝
中
心
の
文
学
総
集
に
収
め
る
こ
と
を
通
し
て
、
旧
勢
力
と
の
関
係
を
和

ら
げ
る
一
方
、
そ
れ
と
同
時
に
治
世
の
象
徴
と
し
て
の
君
臣
唱
和
の
創
作

形
式
を
も
っ
て
、
平
安
新
京
の
政
治
や
文
化
に
お
け
る
嵯
峨
朝
の
中
心
地

位
を
強
調
す
る
も
の
と
指
摘
し
た（

（2
（

。
大
同
五
年
（
八
一
〇
）、
平
城
上
皇

と
嵯
峨
天
皇
と
の
対
立
が
深
刻
化
し
た
結
果
、「
薬
子
の
変
」
と
い
わ
れ

る
政
変
が
起
こ
っ
た
。こ
の
政
変
は
嵯
峨
派
の
勝
利
で
終
息
し
、そ
の
後
、

政
治
や
文
化
全
般
に
わ
た
っ
て
、「
平
城
朝
的
な
も
の
」
か
ら
「
平
安
朝

的
な
も
の
」
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た（

（2
（

。
こ
う
し
た
転
換
に
向
け
て
、
い
か

に
平
城
上
皇
と
の
関
係
を
改
善
し
な
が
ら
、
永
遠
の
都
と
し
て
の
平
安
京

の
政
治
、
文
化
的
地
位
を
確
立
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
嵯
峨
朝
の
重
要
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な
課
題
と
な
る
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
一
連
の
政
策
が
打
ち

出
さ
れ
た
の
で
あ
り（

（2
（

、
平
城
上
皇
周
辺
の
作
品
を
嵯
峨
朝
中
心
の
「
文
学

の
国
」
に
納
め
、
そ
し
て
「
警
奇
」
の
作
品
を
も
っ
て
桓
武
朝
以
来
の
平

安
新
京
文
化
に
お
け
る
嵯
峨
朝
の
中
心
的
地
位
を
強
調
す
る
『
凌
雲
集
』

の
編
纂
も
、
こ
の
一
連
の
政
策
の
一
環
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
経
緯
が
即
ち
『
凌
雲
集
』
の
公
的
性
格
（「
経
国
性
」）
の
由
来
だ
と
思

わ
れ
る
。四

、『
経
国
集
』
の
編
纂
と
人
材
任
用
の
基
準
の
更
新

　

勅
撰
漢
詩
文
集
の
研
究
に
お
い
て
、『
経
国
集
』
序
の
冒
頭
の
漢
籍
の

文
学
論
か
ら
の
集
中
的
な
引
用
は
、
常
に
「
文
章
経
国
」
思
想
の
理
論
展

開
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
漢
籍
で
は
、
こ
の

よ
う
な
古
典
の
引
用
は
主
に
「
文
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る
、
或
い
は
作

者
の
文
学
観
を
展
開
す
る
た
め
の
下
地
を
作
る
た
め
に
な
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。

　

臣
聞
、（
１
）
天
肇
二

書
契
一

、
奎
主
二

文
章
一

。
古
有
二

採
詩
之
官
一

、

王
者
以
知
二

得
失
一

。
故
文
章
者
、
所
下

以
宣
二

上
下
之
象
一

、
明
二

人
倫

之
敘
一

、
窮
レ

理
尽
レ

性
、
以
究
中

万
物
之
宜
上

者
也
。（
２
）
且
文
質
彬

彬
、然
後
君
子
。譬
下

猶
衣
裳
之
有
二

綺
穀
一

、翔
鳥
之
有
中

羽
儀
上

。（
３
）

楚
漢
以
来
、詞
人
踵
レ

武
、洛
汭
江
左
、其
流
尤
隆
。揚
雄
法
言
之
愚
、

破
レ

道
而
有
レ

罪
、
魏
文
典
論
之
智
、
経
レ

国
而
無
レ

窮
。
是
知
文
之
時

義
大
矣
哉
。（
４
）
雖4

二

斉
梁
之
時
、
風
骨
已
喪
、
周
隋
之
日
、
規
矩

不
一
レ

存
、
而
沿
レ

濁
更
清
、
襲
レ

故
還
新
。
必
所
レ

擬
之
不
レ

異
、
乃
暗

二

合
乎
曩
篇
一

。（
５
）夫
貧
賤
則
懾
二

於
飢
寒
一

、富
貴
則
流
二

於
逸
楽
一

。

遂
営
二

目
前
之
務
一

、
而
遺
二

千
載
之
功
一

。
是
以
古
之
作
者
、
寄
二

身

於
翰
墨
一

、
見
二

意
於
篇
籍
一

、
不
レ

託
二

飛
馳
之
勢
一

、
而
声
名
自
伝
二

於
後
一

。在
二

君
上
一

則
天
文
之
壮
観
也
、在
二

臣
下
一

則
王
佐
之
良
媒
也
。

（
後
略
）

�

（『
経
国
集
』
序
）

　

右
は
『
経
国
集
』
序
の
冒
頭
部
で
あ
り
、
漢
籍
の
引
用
が
最
も
顕
著
な

部
分
で
も
あ
る
。
論
述
の
便
宜
上
、
記
述
の
流
れ
に
沿
っ
て
本
文
に
番
号

を
付
し
た
。
ま
ず
（
１
）
は
『
孝
経
援
神
契
』・『
文
章
流
別
論
』
を
引
用

し
、「
宣
二

上
下
之
象
一

、
明
二

人
倫
之
敘
一

」
と
、
文
章
は
政
治
や
社
会
の

秩
序
を
人
々
に
伝
え
て
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
そ
の
政
教
的

な
機
能
を
述
べ
た
。
こ
の
部
分
は
序
文
全
体
に
お
い
て
直
接
儒
家
の
政
教

的
文
学
観
を
説
い
た
唯
一
の
記
述
で
あ
る
。（
２
）
は
『
論
語
』・『
翰
林
』

を
引
き
、
服
に
は
「
綺
穀
」
が
あ
り
、
鳥
に
は
「
羽
儀
」
が
あ
る
よ
う
に
、

修
飾
的
な
「
文
」
も
内
容
の
「
質
」
と
同
様
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

た
。
そ
し
て
（
３
）
は
中
国
の
楚
漢
か
ら
魏
晋
ま
で
の
文
学
史
を
述
べ
、
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特
に
楊
雄
と
曹
丕
の
文
学
論
を
取
り
上
げ
、「
文
」
に
対
す
る
態
度
の
差

に
よ
る
彼
ら
に
対
す
る
後
世
の
評
価
の
差
を
通
し
、「
文
」の
重
要
性（「
時

義
」）
を
強
調
し
た
。
続
い
て
（
４
）
は
中
国
の
斉
梁
か
ら
周
隋
ま
で
の

文
学
史
を
述
べ
、
陸
機
の
「
文
賦
」
の
表
現
を
借
り
て
そ
れ
を
評
価
し
た
。

こ
こ
で
は
隋
末
以
来
の
文
学
批
評
に
沿
っ
て
、
斉
梁
周
隋
文
学
の
形
式
主

義
的
な
傾
向
を
批
判
し
た
が
、
し
か
し
そ
の
批
判
に
は
「
雖
」
と
い
う
表

現
を
も
っ
て
留
保
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
前
後
の
文
脈
か
ら
み
る
と
、
序

文
作
者
の
真
意
は
む
し
ろ
「
或
襲
レ

故
而
弥
新
、
或
沿
レ

濁
而
更
清
」、「
必

所
レ

擬
之
不
レ

殊
、
乃
暗
二

合
乎
曩
篇
一

」
と
い
う
「
文
賦
」
の
表
現
を
も
と

に
し
た
前
掲
の
引
用
文
の
傍
線
部
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
文
賦
」
の
こ

の
二
句
は
い
ず
れ
も
「
文
」
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
必
要
性
を
強
調
す
る

も
の
で
あ
る
。『
経
国
集
』
序
が
こ
の
二
句
を
斉
梁
周
隋
文
学
の
評
価
に

用
い
た
の
は
、
文
学
の
独
創
性
を
も
っ
て
こ
の
時
期
の
文
学
の
形
式
主
義

的
な
傾
向
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
最
後
の
（
５
）
は

『
典
論
』
を
引
用
し
、
文
学
を
創
作
す
る
こ
と
の
作
者
に
と
っ
て
の
意
義
、

特
に
君
主
や
臣
下
に
と
っ
て
の
意
義
を
述
べ
た（

（2
（

。

　

以
上
の
考
察
に
基
づ
き
、
前
掲
の
『
経
国
集
』
序
の
冒
頭
部
を
三
つ
の

部
分
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。（
１
）
と
（
２
）
は
「
文
」
の
機
能
を
も
っ

て
そ
の
重
要
性
を
述
べ
た
。（
３
）
と
（
４
）
は
文
学
史
の
回
顧
や
評
価

を
通
し
、
各
時
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
文
学
活
動
の
意
義
を
確
認
し
た
。

（
５
）
は
作
者
の
立
場
か
ら
文
学
創
作
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
こ
の
三

つ
の
部
分
の
論
旨
か
ら
み
る
と
、『
経
国
集
』
の
冒
頭
部
は
た
だ
「
文
」

の
機
能
、
文
学
史
及
び
作
者
の
三
つ
の
方
面
か
ら
「
文
」
の
重
要
性
を
強

調
し
、
勅
撰
漢
詩
文
集
の
編
纂
の
正
当
性
を
主
張
し
た
の
み
で
あ
る
。
た

と
え
（
１
）
の
よ
う
な
政
教
的
な
内
容
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
た
だ

「
文
」
の
一
つ
の
機
能
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、「
文
章

経
国
」
思
想
に
対
す
る
理
論
展
開
で
は
な
い
。

　

才
何
世
而
不
レ

奇
、
世
何
才
而
不
レ

用
。
方
今
梁
園
臨
宴
之
操
、
瞻

筆
精
英
。
縉
紳
俊
民
之
才
、
諷
託
驚
拔
。
或
強
識
稽
レ

古
、
或
射
策

絶
レ

倫
、
或
苞
二

蓄
神
奇
一

、
或
潜
二

摸
旧
製
一

。
伏
惟
皇
帝
陛
下
、
教

化
簡
朴
、
文
明
欝
興
。
以
為
、
伝
聞
不
レ

如
二

親
見
一

、
論
古
未
レ

若
レ

徵
レ

今
。
爰
詔
二

正
三
位
行
中
納
言
兼
右
近
衛
大
将
春
宮
大
夫
良
岑
朝

臣
安
世
一

、
令
三

臣
等
鳩
二

訪
斯
文
一

也
。（
後
略
）

�

（『
経
国
集
』
序
）

　

右
は
『
経
国
集
』
の
編
纂
理
念
や
編
纂
動
機
を
述
べ
る
部
分
で
あ
る
。

こ
の
部
分
は
前
掲
し
た
序
文
の
冒
頭
部
の
最
後
の
一
句
「
在
臣
下
則
王
佐

之
良
媒
也
」
を
受
け
、
ま
ず
は
ど
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
も
人
材
は
重

宝
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
才
能
を
持
つ
人
材
で
あ
っ
て

も
治
世
で
は
活
躍
の
場
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
前
後
の
文
脈
か
ら
み
る

と
、
こ
こ
の
「
才
」
は
即
ち
「
王
佐
之
良
媒
」
と
し
て
の
「
文
」
に
長
ず
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る
人
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、『
経
国
集
』
の
編
纂
は
即
ち
こ

う
し
た
能
文
の
人
材
の
任
用
の
立
場
で
行
わ
れ
た
こ
と
だ
と
言
え
よ
う（

（2
（

。

続
い
て
作
者
は
多
様
な
文
体
や
風
格
に
長
ず
る
人
材
が
現
れ
て
く
る
当
時

の
治
世
を
背
景
に
し
、
淳
和
天
皇
の
「
伝
聞
不
レ

如
二

親
見
一

、
論
古
未
レ

若

レ

徵
レ

今
」（
傍
線
部
）と
い
う
勅
撰
漢
詩
文
集
の
編
纂
理
念
を
取
り
上
げ
た
。

『
経
国
集
』
序
に
お
い
て
は
、
楚
漢
か
ら
周
隋
ま
で
の
中
国
文
学
史
が
記

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
自
国
の
文
学
史
に
関
し
て
は
何
も
言
及
さ
れ
て
い

な
い
。
従
っ
て
、
前
掲
し
た
編
纂
理
念
に
見
え
る
「
古
」
や
「
伝
聞
」
は

即
ち
隋
以
前
の
中
国
文
学
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

「
親
見
」
の
対
象
と
な
る
「
今
」
は
即
ち
集
の
採
集
範
囲
が
示
す
元
明
天

皇
即
位
の
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）
か
ら
集
の
編
纂
当
時
の
天
長
四
年

（
八
二
七
）
に
か
け
て
の
百
二
十
年
間
の
優
れ
た
作
品
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
期
間
は
律
令
国
家
の
成
立
や
発
展
の
軌
跡
と
お
お
よ
そ
一
致
し
、『
続

日
本
紀
』や『
日
本
後
紀
』の
よ
う
な
正
史
が
扱
う
時
代
と
も
ほ
ぼ
重
な
っ

て
い
る（

（2
（

。こ
う
し
て
み
れ
ば
、「
伝
聞
不
レ

如
二

親
見
一

、論
古
未
レ

若
レ

徵
レ

今
」

と
い
う
編
纂
理
念
は
即
ち
身
近
に
あ
る
律
令
国
家
成
立
以
来
の
優
れ
た
自

国
文
学（「
今
」）を
も
っ
て
、「
伝
聞
」で
あ
る
隋
以
前
の
中
国
文
学（「
古
」）

を
取
り
替
え
、
そ
れ
を
新
た
な
「
文
」
の
基
準
と
し
て
、
人
材
の
任
用
に

取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

国
際
交
流
や
国
内
の
政
務
が
ほ
ぼ
漢
文
で
な
さ
れ
た
当
時
の
日
本
に

と
っ
て
、
能
文
の
人
材
は
当
然
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
詩
賦
の
創
作
を
課

す
文
章
生
試
が
桓
武
朝
で
実
行
さ
れ
て
以
来
、
文
学
と
人
材
任
用
と
の
関

係
は
一
層
緊
密
な
も
の
と
な
っ
た（

（2
（

。
学
制
の
改
革
が
そ
の
後
も
頻
繁
に
行

わ
れ
、淳
和
朝
初
期
の
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、ま
ず
天
長
元
年（
八
二
四
）、

多
治
比
今
麻
呂
の
奏
状
に
よ
っ
て
、
諸
王
及
び
五
位
已
上
の
子
孫
を
大
学

寮
に
入
学
さ
せ
る
と
い
う
強
制
入
学
政
策
が
実
行
さ
れ
た（

（3
（

。
第
一
章
前
掲

の
嵯
峨
天
皇
勅
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
大
同
三
年
平
城
天
皇
も
同
趣
旨
の

勅
を
発
し
た
が
、
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
つ
い
に
嵯
峨
天
皇

に
廃
除
さ
れ
た
。
大
同
に
比
べ
、
天
長
元
年
の
改
革
に
は
「
学
業
足
レ

用
、

量
レ

才
授
レ

職
」と
い
う
任
官
に
関
わ
る
内
容
が
見
え
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

先
行
研
究
は
大
同
三
年
勅
の
趣
旨
が
理
想
的
な
学
問
の
普
及
で
あ
る
の
に

対
し
、
天
長
の
改
革
は
官
吏
登
用
の
実
際
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
し

た（
（3
（

。
ま
た
嵯
峨
朝
の
弘
仁
十
一
年
（
八
二
〇
）
十
二
月
八
日
官
符
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
た
、
三
位
以
上
の
良
家
子
弟
に
限
っ
た
文
章
生
の
採
用
資
格

は
、
天
長
四
年
六
月
十
三
日
官
符
（『
本
朝
文
粋
』
巻
二
）
に
よ
っ
て
、

天
平
二
年
（
七
三
〇
）
三
月
二
十
七
日
格
の
規
定
に
戻
さ
れ
、
雑
任
・
白

丁
ま
で
に
広
げ
ら
れ
た（

（3
（

。
淳
和
朝
初
期
の
こ
の
二
度
の
学
制
改
革
は
い
ず

れ
も
前
代
の
規
定
に
基
づ
き
、嵯
峨
朝
の
政
策
を
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
改
革
か
ら
、
官
吏
登
用
の
た
め
に
よ
り
広
範
囲
の
人
材
育
成
を

行
っ
た
淳
和
朝
の
大
学
寮
教
育
の
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
る
。



文章と「経国」─ 47 ─
　

以
上
の
二
度
の
学
制
改
革
と
お
お
よ
そ
同
時
期
に
『
経
国
集
』
の
編
纂

は
命
じ
ら
れ
た
。
自
国
の
優
れ
た
文
学
を
も
っ
て
人
材
任
用
の
た
め
の
新

た
な
「
文
」
の
基
準
を
確
立
す
る
と
い
う
編
纂
理
念
か
ら
み
る
と
、
当
該

集
の
編
纂
は
や
は
り
淳
和
朝
の
学
制
改
革
と
連
動
す
る
も
の
と
み
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。『
経
国
集
』
に
収
録
さ
れ
た
詩
・
賦
・
序
・
対
策
の
四
つ
の

文
体
の
う
ち
の
三
つ
が
文
章
生
試
や
文
章
得
業
生
試
と
直
接
関
連
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
即
ち
そ
の
裏
付
け
と
な
る
。
漢
籍
に
お
い
て
は
、「
忠

以
衛
レ

主
、
孝
以
立
レ

身
、
文
以
経
レ

国
、
惠
以
安
レ

人
」（
張
説
「
太
子
少

傅
蘇
公
神
道
碑
」『
文
苑
英
華
』
巻
八
百
八
十
三
）、「
武
有
二

折
衝
之
威
一

、

文
懐
二

経
国
之
慮
一

」（『
晋
書
』「
賈
充
列
伝
」）
な
ど
の
例
が
示
す
よ
う
に
、

国
家
経
営
に
関
わ
る
「
経
国
」
の
「
文
」
に
長
ず
る
こ
と
は
よ
く
人
材
の

評
価
基
準
と
さ
れ
る
。ま
た
人
材
任
用
と
の
直
接
的
な
関
係
か
ら
言
う
と
、

唐
の
景
雲
二
年
（
七
一
一
）
の
科
挙
試
験
の
科
目
と
し
て
「
文
以
経
国
科
」

が
設
置
さ
れ
（『
唐
会
要
』
巻
七
十
六
）、
同
年
の
対
策
題
に
も
「
文
可
以

経
邦
国
策
」
と
見
え
る
（『
文
苑
英
華
』
巻
四
百
七
十
九
）。『
経
国
集
』

が
「
経
国
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
も
、
恐
ら
く
こ
う
し
た
漢
籍
の
用
例
を

踏
ま
え
、
人
材
の
任
用
と
緊
密
に
関
わ
っ
て
い
た
当
該
集
の
性
格
を
示
そ

う
と
し
た
の
だ
ろ
う（

（3
（

。

　

人
材
任
用
の
立
場
か
ら
『
経
国
集
』
と
国
家
政
治
と
の
関
連
性
を
考
え

る
際
に
、
も
う
一
つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
そ
の
序
文
に
お
け

る
文
学
史
の
叙
述
で
あ
る
。『
経
国
集
』
が
成
立
し
た
天
長
四
年
は
中
唐

文
宗
の
太
和
元
年
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
初
唐
・
盛
唐
の
文
学
が
日
本
漢

文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
に
も
関
わ
ら
ず
、『
経
国
集
』
序
に
お
い

て
は
唐
の
文
学
へ
は
言
及
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
先
に
も
触
れ
た
が
、『
経

国
集
』
序
が
文
学
史
の
叙
述
を
す
る
際
に
、
意
識
的
に
大
陸
の
要
素
を
排

除
す
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
堂
々
と
大
陸
の
影
響
を
認
め
、
自
国
の
文
学

を
大
陸
の
文
学
史
に
位
置
づ
け
た
。
隋
以
前
の
中
国
文
学
を
「
古
」
と
し

て
、
律
令
国
家
成
立
以
来
の
自
国
文
学
を
そ
れ
に
継
ぐ
「
今
」
と
し
た
上

で
、
序
文
の
作
者
は
淳
和
天
皇
の
意
志
に
託
し
て
ま
る
で
東
ア
ジ
ア
漢
字

文
化
圏
の
中
心
に
あ
っ
た
唐
の
よ
う
な
口
ぶ
り
で
「
伝
聞
不
レ

如
二

親
見
一

、

論
古
未
レ

若
レ

徵
レ

今
」
と
宣
言
し
た
。
こ
の
宣
言
は
日
中
両
国
の
文
学
を

一
つ
の
歴
史
と
連
ね
る
文
学
史
観
を
示
し
た
の
み
な
ら
ず
、
唐
に
比
肩
す

る
新
た
な
律
令
国
家
日
本
の
文
化
の
自
信
を
も
反
映
し
て
い
る
。『
経
国

集
』
の
編
纂
は
即
ち
こ
う
し
た
自
信
を
も
と
に
し
、
律
令
国
家
の
成
立
以

来
の
自
国
文
学
を
人
材
任
用
の
た
め
の
新
た
な
「
文
」
の
基
準
と
し
て
確

立
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
勅
撰
漢
詩
文
集
の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
、
平
安
初
期
漢
文
学
の
展
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開
や
国
家
政
治
に
関
わ
る
そ
の
公
的
性
格
を
検
討
し
た
。紙
幅
の
た
め
に
、

検
討
の
対
象
を
国
家
経
営
と
の
関
係
を
示
す
「
経
国
」
と
い
う
表
現
を
直

接
序
文
に
掲
げ
た
『
凌
雲
集
』
や
『
経
国
集
』
の
み
に
限
定
し
た
が
、
実

は
こ
の
二
つ
の
集
の
他
に
、
文
学
の
美
的
性
格
に
焦
点
を
置
い
た
『
文
華

秀
麗
集
』
の
編
纂
も
嵯
峨
朝
の
一
連
の
唐
風
化
政
策
の
一
環
と
し
て
、
や

は
り
嵯
峨
天
皇
中
心
の
政
治
秩
序
の
確
認
と
い
う
公
的
要
素
の
影
響
に
負

う
と
こ
ろ
が
大
き
い（

（3
（

。
本
稿
が
考
察
し
て
き
た
と
お
り
、『
凌
雲
集
』
の

編
纂
は
桓
武
朝
以
来
の
旧
勢
力
を
統
合
し
、
平
安
新
京
の
治
世
に
お
け
る

嵯
峨
朝
の
中
心
的
地
位
を
確
認
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
に
対
し
、『
経
国
集
』
の
編
纂
は
律
令
国
家
成
立
以
来
の
自
国
文
学
を

も
っ
て
人
材
任
用
の
た
め
の
新
た
な
「
文
」
の
基
準
を
確
立
す
る
た
め
に

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
国
家
政
治
に
関
わ
る
こ
う
し
た
多
岐
に
渡
る
関

与
は
、
漢
文
学
の
機
能
を
大
き
く
拡
張
し
、「
経
国
」
に
強
く
関
連
し
て

い
た「
漢
風
謳
歌
時
代
」の
文
学
の
実
態
を
示
し
て
い
る
。『
凌
雲
集
』・『
文

華
秀
麗
集
』・『
経
国
集
』
が
編
纂
さ
れ
た
後
、
暫
く
勅
撰
漢
詩
文
集
の
編

纂
に
対
す
る
政
治
上
の
要
求
が
な
く
な
り
、
や
が
て
、
文
学
活
動
の
重
要

な
主
催
者
で
あ
る
嵯
峨
・
淳
和
両
天
皇
も
崩
御
し
た
。
そ
こ
で
「
経
国
」

の
基
盤
を
失
っ
た
勅
撰
漢
詩
文
集
の
時
代
は
つ
い
に
過
ぎ
去
っ
た
の
で

あ
っ
た
。

※
使
用
テ
キ
ス
ト

『
凌
雲
集
』
序
―
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
中
（
中
）（
塙
書
房
、

一
九
七
九
）。『
日
本
後
紀
』・『
続
日
本
後
紀
』
―
『
日
本
後
紀　

続
日
本
後
紀　

日
本

文
徳
天
皇
実
録
』（「
新
訂
増
補
国
史
大
系
」
巻
三
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
）。『
経

国
集
』
序
―
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黑
時
代
の
文
学
』
中
（
下
）
Ⅰ
（
塙
書
房
、

一
九
八
五
）。

注（
1
）	‌�

平
安
初
期
の
漢
文
学
の
隆
盛
、
特
に
「
文
章
経
国
」
思
想
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、

滝
川
幸
司
「
経
国
の
「
文
」
②
―
『
典
論
』「
論
文
」
の
受
容
と
勅
撰
集
の
成
立
」

（
河
野
貴
美
子
他
編
『
日
本
「
文
」
学
史
』（
第
一
冊
）
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
）

に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）	‌�

松
浦
友
久「
上
代
漢
詩
文
に
お
け
る
理
念
と
様
式
」『
日
本
上
代
漢
詩
文
論
考
』（『
松

浦
友
久
著
作
選
三
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
四
、一
九
六
六
初
出
）、
池
田
源
太
「
文

章
の
経
国
的
性
格
」（『
奈
良
・
平
安
時
代
の
文
化
と
宗
教
』
永
田
昌
文
堂
、

一
九
七
七
）、
半
谷
芳
文
「
勅
撰
三
漢
詩
集
考
―
序
文
と
初
唐
の
文
章
観
―
」（『
中

古
文
学
論
攷
』
二
、一
九
八
一
・
十
一
）、
波
戸
岡
旭
「
勅
撰
三
集
序
文
考
」（『
上

代
漢
詩
文
と
中
国
文
学
』
笠
間
書
院
、
一
九
八
九
）、
後
藤
昭
雄
「
嵯
峨
天
皇
と

弘
仁
期
詩
壇
」（『
平
安
朝
漢
文
学
論
考　

補
訂
版
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
）
な

ど
参
照
。

（
3
）	‌�

小
島
憲
之
「「
文
章
経
国
」
の
論
」（『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
中
（
上
）
塙
書
房
、

一
九
七
三
）、
藤
原
克
己
「
文
章
経
国
思
想
か
ら
詩
言
志
へ
」（『
菅
原
道
真
と
平

安
朝
漢
文
学
』
東
京
大
学
出
版
会
，
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
参
照
。

（
4
）	‌�
注
２
前
掲
波
戸
岡
旭
著
書
参
照
。

（
5
）	‌�
注
１
前
掲
滝
川
論
文
参
照
。
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（
6
）	‌�

高
松
寿
夫
「『
懐
風
藻
』
序
文
に
み
る
唐
太
宗
期
文
筆
の
受
容
」（『
万
葉
』

二
一
八
、二
〇
一
四
・
十
二
）
参
照
。

（
7
）	‌�

注1

前
掲
滝
川
論
文
に
既
に
指
摘
が
あ
る
。

（
8
）	‌�

注1

前
掲
滝
川
論
文
参
照
。

（
9
）	‌�『
経
国
集
』
序
に
お
い
て
は
『
典
論
』
か
ら
「
夫
貧
賤
則
懾
二

於
飢
寒
一

、
富
貴
則

流
二

於
逸
楽
一

。
遂
営
二

目
前
之
務
一

、
而
遺
二

千
載
之
功
一

。
是
以
古
之
作
者
、
寄
二

身
於
翰
墨
一

、
見
二

意
於
篇
籍
一

、
不
レ

託
二

飛
馳
之
勢
一

、
而
声
名
自
伝
二

於
後
一

。」

と
の
引
用
が
見
え
る
。

（
10
）	‌�

注2

前
掲
波
戸
岡
旭
著
書
、
半
谷
芳
文
「
勅
撰
三
漢
詩
集
、
及
び
『
懐
風
藻
』
体

例
考
―
六
朝
・
唐
代
の
総
集
体
例
か
ら
考
察
す
る
奈
良
末
・
平
安
朝
漢
詩
集
の
特

質
」（『
中
国
詩
文
論
叢
』
三
五
、二
〇
一
六
・
十
二
）
参
照
。

（
11
）	‌�

注2

前
掲
の
松
浦
著
書
、
池
田
著
書
、
注
3
前
掲
の
小
島
著
書
な
ど
参
照
。

（
12
）	‌�

小
島
憲
之
「
古
今
集
へ
の
遠
い
道
―
九
世
紀
漢
風
讃
美
時
代
の
文
学
」（『
国
風
暗

黒
時
代
の
文
学
』（
補
篇
）
塙
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）、
注
2
前
掲
波
戸
岡
旭
著
書

参
照
。

（
13
）	‌�

小
島
憲
之
「
凌
雲
集
詩
注
」（『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
中
（
中
）
塙
書
房
、

一
九
七
九
）
参
照
。

（
14
）	‌�『
懐
風
藻
』
序
の
文
学
観
に
つ
い
て
は
拙
稿
「「
詞
人
」
の
選
定 : 

『
懐
風
藻
』
に

お
け
る
上
代
詩
史
の
叙
述
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国
文
学
研
究
』
一
八
九
、

二
〇
一
九
・
十
）
参
照
。

（
15
）	‌�『
凌
雲
集
』
の
官
僚
主
義
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
注13

前
掲
小
島
著
書
「
そ
の
基

礎
的
研
究
」
が
論
じ
て
以
来
、
先
行
研
究
は
お
お
よ
そ
こ
の
説
に
従
う
。

（
16
）	‌�

注10

前
掲
半
谷
論
文
参
照
。

（
17
）	‌�

盧
燕
新
氏
は
玄
宗
時
代
に
成
立
し
た
『
国
秀
集
』
の
三
つ
の
巻
が
作
者
の
身
分
に

よ
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
珠
英
学
士
集
』
の
体
例
を
継
承
す
る
も
の
だ

と
論
じ
た
（「
崔
融
『
珠
英
学
士
集
』
及
其
以
「
官
班
為
次
」
的
編
集
体
例
」（『
唐

人
編
選
詩
文
総
集
研
究
』
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
））。
し
か
し
『
国

秀
集
』
の
各
巻
の
内
部
で
は
や
は
り
作
者
の
時
代
順
に
よ
る
配
列
方
法
が
用
い
ら

れ
て
い
る
の
で
、『
珠
英
学
士
集
』
と
同
様
に
扱
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
18
）	‌�

注17

前
掲
盧
燕
新
著
書
参
照
。

（
19
）	‌�

滝
川
幸
司
「
平
安
初
期
の
文
壇
」（『
天
皇
と
文
壇
：
平
安
前
期
の
公
的
文
学
』
和

泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
20
）	‌�W

iebke D
enecke

「
国
風
の
味
わ
い
―
嵯
峨
朝
の
文
学
を
唐
の
詩
集
か
ら
照
ら

す
―
」（
兆
山
円
正
等
編
『
日
本
古
代
の
「
漢
」
と
「
和
」
―
嵯
峨
朝
の
文
学
か

ら
考
え
る
―
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
）。

（
21
）	‌�

西
本
昌
宏
「
空
海
撰
『
文
鏡
秘
府
論
』
と
弘
仁
期
の
詩
人
」（『
空
海
と
弘
仁
皇
帝

の
時
代
』
塙
書
房
、
二
〇
二
〇
）
参
照
。

（
22
）	‌�

河
野
貴
美
子
「
空
海
の
「
文
」
を
め
ぐ
る
一
考
察
―
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
に
み

る
実
践
と
思
考
―
」（『
国
文
学
研
究
』
一
九
二
、二
〇
二
〇
・
十
）
参
照
。

（
23
）	‌�

注
2
前
掲
波
戸
岡
旭
著
書
、
井
実
充
史
「
平
城
朝
の
君
臣
唱
和
」（『
言
文
』

四
六
、一
九
九
八
・
十
一
）
参
照
。

（
24
）	‌�

橋
本
義
彦
「“
薬
子
の
変
”
私
考
」（『
平
安
貴
族
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
）
参
照
。

（
25
）	‌�

歴
史
研
究
に
お
い
て
、「
薬
子
の
変
」
を
平
安
文
化
の
形
成
を
促
し
た
一
大
転
換

期
と
み
る
の
は
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
歴
史
状
況
の
転
換
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
の
は
平
城
天
皇
と
の
関
係
を
改
善
し
、
平
安
京
を
永
遠
の
都
と
し
て

確
立
し
た
嵯
峨
朝
の
一
連
の
政
策
だ
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
注
24
前
掲
の
橋

本
論
文
、
瀧
浪
貞
子
「
薬
子
の
変
」（『
日
本
古
代
宮
廷
社
会
の
研
究
』
思
文
閣
出

版
、
一
九
九
一
）、
久
富
木
原
玲
「
薬
子
の
変
と
平
安
文
学
―
歴
史
意
識
を
め
ぐ
っ

て
」（『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
』
五
六
、二
〇
〇
七
）、
阿
部
龍
一
「
平
安
初

期
天
皇
の
政
権
交
替
と
灌
頂
儀
礼
」（
サ
ム
エ
ル
・
Ｃ
・
モ
ー
ス
、根
本
誠
二
編『
奈

良
・
南
都
仏
教
の
伝
統
と
革
新
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
）
な
ど
参
照
。

（
26
）	‌�『
経
国
集
』
序
に
対
す
る
以
上
の
整
理
で
述
べ
た
「
引
用
」
は
た
だ
そ
の
初
出
を

指
す
。
実
は
こ
れ
ら
の
表
現
は
す
べ
て
『
藝
文
類
聚
』
の
よ
う
な
類
書
、
或
い
は

『
文
選
』
の
よ
う
な
総
集
か
ら
の
転
引
で
あ
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。
紙
幅
の
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た
め
に
、
本
稿
は
実
際
の
典
拠
に
対
す
る
検
討
を
省
く
。

（
27
）	‌�
小
島
憲
之
氏
は
そ
の
『
経
国
集
』
の
注
釈
（『
国
風
暗
黑
時
代
の
文
学
』
中
（
下
）

Ⅰ
、
塙
書
房
、
一
九
八
五
）
で
は
「
才
何
世
而
不
レ

奇
、
世
何
才
而
不
レ

用
」
の
「
才
」

を
「
文
才
」
と
解
釈
し
た
。
し
か
し
「
在
二

君
上
一

則
天
文
之
壮
観
也
、
在
二

臣
下
一

則
王
佐
之
良
媒
也
」
の
後
に
置
か
れ
る
と
い
う
文
脈
を
考
え
る
と
、
や
は
り
こ
こ

の
「
才
」
を
能
文
の
人
材
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
仮
に
小
島
氏
の
解
釈
を
取

る
と
し
て
も
、『
経
国
集
』
の
編
纂
動
機
を
人
材
任
用
と
の
関
係
で
捉
え
る
本
稿

の
結
論
に
は
差
し
支
え
な
い
。

（
28
）	‌�

律
令
国
家
成
立
の
歴
史
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
な
ら
ば
、元
明
天
皇
の
即
位
よ
り
、

文
武
天
皇
が
即
位
し
た
文
武
元
年
（
六
九
七
）、
或
は
大
宝
律
令
が
完
成
し
た
大

宝
元
年（
七
〇
一
）を
採
集
範
囲
の
起
点
に
し
た
方
が
よ
り
適
切
か
も
し
れ
な
い
。

『
経
国
集
』
の
編
者
が
元
明
天
皇
の
即
位
の
「
慶
雲
四
年
」
を
起
点
に
し
た
の
は
、

天
長
四
年
と
の
対
応
関
係
を
考
慮
し
た
上
、
百
二
十
年
の
期
間
を
保
証
し
よ
う
と

し
た
た
め
か
。

（
29
）	‌�

文
章
道
を
め
ぐ
る
平
安
初
期
の
学
制
改
革
に
対
す
る
検
討
は
堀
内
秀
晃
「
平
安
初

期
の
大
学
寮
―
文
章
道
を
中
心
に
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
五
十
、

一
九
七
三
・
十
）
参
照
。

（
30
）	‌�『
類
聚
三
代
格
』
巻
七
「
公
卿
意
見
事
」
の
天
長
元
年
八
月
廿
日
条
参
照
。

（
31
）	‌�

桃
裕
行
「
平
安
時
代
初
期
の
教
育
政
策
」（『
上
代
学
制
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
三
）
参
照
。

（
32
）	‌�

こ
の
天
長
四
年
官
符
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
飯
田
瑞
穂
「
類
聚
三
代
格
の
欠
佚
巻

に
関
す
る
一
史
料
に
つ
い
て
」（『
飯
田
瑞
穂
著
作
集
３　

古
代
史
籍
の
研
究 
中
』、

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
九
七
〇
年
初
出
）、
川
尻
秋
生
「
弘
仁
格
式
か

ら
み
た
大
学
寮
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
三
八
、二
〇
一
三
・
六
）、
古
藤
真
平
「
嵯

峨
朝
時
代
の
文
章
生
出
身
官
人
」（『
日
本
古
代
の
「
漢
」
と
「
和
」
―
嵯
峨
朝
の

文
学
か
ら
考
え
る
―
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
）
な
ど
参
照
。

（
33
）	‌�

宋
晗
「
嵯
峨
朝
に
お
け
る
文
章
と
経
国
：
漢
文
芸
の
二
重
の
価
値
」（『
國
學
院
雑

誌
』
一
一
九
、二
〇
〇
八
・
九
）
も
人
才
の
評
価
基
準
の
視
点
か
ら
「
文
章
経
国
」

思
想
を
論
じ
て
い
る
。

（
34
）	‌�『
文
華
秀
麗
集
』
の
編
纂
動
機
に
対
す
る
具
体
的
な
検
討
は
別
稿
に
譲
る
。
勅
撰

漢
詩
文
集
の
編
纂
と
唐
風
化
政
策
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
注
3
前
掲
の
藤
原
著

書
の
「
嵯
峨
朝
の
政
治
文
化
と
勅
撰
三
集
」
参
照
。
ま
た
唐
風
化
政
策
と
律
令
政

治
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
笹
山
晴
生
「
唐
風
文
化
と
国
風
文
化
」（『
岩
波
講
座

日
本
通
史
』
五
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
）
参
照
。


